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(57)【要約】
【課題】足に創傷部がある場合でも、創傷部の保護や傷
の予防・疼痛の軽減・早期治療の補助等の為に充分な除
圧・免荷を行える膝免荷補装具を提供する。
【解決手段】膝免荷補装具１０は、足裏８Ａが地面と接
触しないように膝関節を屈曲させた状態で脚１を固定す
る固定部１１と、固定部１１の下方に取り付けられ、地
面と接触する接地部３３を有するとともに身体を支える
支持部３１と、を備える。固定部１１は、大腿部２の後
面側に配されて保護する大腿保護部１２と、膝３および
下腿部５の前面側に配されて保護する下腿保護部２２と
、大腿保護部１２および下腿保護部２２を脚１に固定す
る複数の固定ベルト１９，２５と、を有する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
足裏が地面と接触しないように膝関節を屈曲させた状態で脚を固定する固定部と、前記固
定部の下方に取り付けられ、地面と接触する接地部を有するとともに身体を支える支持部
と、を備え、
　前記固定部は、大腿部の後面側に配されて保護する大腿保護部と、膝および下腿部の前
面側に配されて保護する下腿保護部と、前記大腿保護部および前記下腿保護部を脚に固定
する複数の固定ベルトと、を有する膝免荷補装具。
【請求項２】
膝窩に配されて保護する保護パッドを備える請求項１に記載の膝免荷補装具。
【請求項３】
前記大腿保護部の内側において大腿部を包むように配される調整筒を備える請求項１また
は請求項２に記載の膝免荷補装具。
【請求項４】
前記大腿保護部には前記固定ベルトを位置決めする位置決め部が設けられている請求項１
ないし請求項３のいずれか一項に記載の膝免荷補装具。
【請求項５】
前記保護パッドは前記大腿保護部に対してスライド移動可能に取り付けられている請求項
２ないし請求項４のいずれか一項に記載の膝免荷補装具。
【請求項６】
前記保護パッドには、前記固定ベルトのずれを防止するずれ防止部が設けられている請求
項２ないし請求項５のいずれか一項に記載の膝免荷補装具。
【請求項７】
前記調整筒の下端部には、脚の圧迫を防止するスリットが形成されている請求項３ないし
請求項６のいずれか一項に記載の膝免荷補装具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、膝免荷補装具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば外傷や糖尿病重症下肢虚血・末梢動脈疾患などによる潰瘍や創傷等が足部にある
場合、その保護や傷の予防・疼痛の軽減・早期治療の補助等の為に足部の除圧・免荷は必
須事項である。
【０００３】
　足部の除圧・免荷の為には、例えばギプスや靴等により潰瘍や創傷等のある部位(創傷
部という)を浮かせて負荷がかからないようにする方策が採られている(例えば非特許文献
１を参照)。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【非特許文献１】「看護技術　２０１２　１０月臨時増刊号」メヂカルフレンド社出版、
２０１２年１０月２５日発行、ｐ．３４－３５
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　非特許文献１に記載されているように、ギプスや靴等により創傷部を浮かせると、何の
方策もとらない場合よりは、歩行の際に、創傷部にかかる負荷を小さくすることはできる
。しかしながら、創傷部の保護や傷の予防・疼痛の軽減・早期治療の補助等の為には、充
分とはいえなかった。
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【０００６】
　本発明は上記のような事情に基づいて完成されたものであって、足に創傷部がある場合
でも、創傷部の保護や傷の予防・疼痛の軽減・早期治療の補助等の為に充分な除圧・免荷
を行える膝免荷補装具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するものとして本発明は、足裏が地面と接触しないように膝関節を屈曲
させた状態で脚を固定する固定部と、前記固定部の下方に取り付けられ、地面と接触する
接地部を有するとともに身体を支える支持部と、を備え、前記固定部は、大腿部の後面側
に配されて保護する大腿保護部と、膝および下腿部の前面側に配されて保護する下腿保護
部と、前記大腿保護部および前記下腿保護部を脚に固定する複数の固定ベルトと、を有す
る膝免荷補装具である。
【０００８】
　本発明において膝免荷補装具は、足裏が地面と接触しないよう膝関節を屈曲させた状態
で固定する固定部と固定部の下方に取り付けられ、地面と接触する接地部を有するととも
に身体を支える支持部とを備える。したがって、本発明によれば、足裏が地面と接触しな
いように膝関節を屈曲させた状態で立つことができるので、足裏を地面につけずに歩行可
能であり、足に創傷部がある場合でも、創傷部の保護や傷の予防・疼痛の軽減・早期治療
の補助等の為に充分な除圧・免荷を行うことができ、リハビリテーションを行える。
【０００９】
　大腿部の前面および下腿部の前面側を覆うような保護部を備える場合、保護部の内側に
配された大腿部は下方に滑りやすい。しかしながら、本発明によれば、固定部は、大腿部
の後面側に配されて保護する大腿保護部と、膝および下腿部の前面側に配されて保護する
下腿保護部と、を有しているので、大腿部が下方に滑るのを防止することができる。
【００１０】
　さらに本発明によれば、大腿保護部および下腿保護部を脚に固定する複数の固定ベルト
と、を有するので、膝免荷補装具を脚にずれないように固定することができる。
【００１１】
　本発明は以下の構成としてもよい。
　膝窩に配されて保護する保護パッドを備えていてもよい。
　このような構成とすると、膝窩が保護パッド面で保護されるとともに膝免荷補装具を脚
に対してずれないように、固定することができる。
【００１２】
　前記大腿保護部の内側において大腿部を包むように配される調整筒を備えていてもよい
。
　このような構成とすると、調整筒を配するだけで大腿部の太さを調整することができる
ので、サイズ調整が容易である。
【００１３】
　前記大腿保護部には前記固定ベルトを位置決めする位置決め部が設けられていてもよい
。
　このような構成とすると固定ベルトが位置ずれしないので、大腿保護部を脚に対してず
れないように固定することができる。
【００１４】
　前記保護パッドは前記大腿保護部に対してスライド移動可能に取り付けられていてもよ
い。
　このような構成とすると、保護パッドが大腿保護部に対してスライド移動可能なので保
護パッドの装着作業を簡易なものとすることができる。
【００１５】
　前記保護パッドには、前記固定ベルトのずれを防止するずれ防止部が設けられていても
よい。
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　このような構成とすると保護パッドによって、固定ベルトのずれが確実に防止される。
【００１６】
　前記調整筒の下端部には、脚の圧迫を防止するスリットが形成されていてもよい。
　調整筒は大腿部の太さ調整のために用いられるが、脚がむくんでくると調整筒がきつく
感じたり、脚を圧迫する可能性がある。そこで、上記のような構成とすると、脚の不要な
圧迫を防止できる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、足に創傷部がある場合でも、創傷部の保護や傷の予防・疼痛の軽減・
早期治療の補助等の為に充分な除圧・免荷を行える膝免荷補装具を提供することができる
。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】実施形態１の膝免荷補装具を装着して歩行する様子を示した斜視図
【図２】膝免荷補装具の正面図
【図３】保護パッドを上方にスライド移動させた状態を示す膝免荷補装具の斜視図
【図４】保護パッドを膝窩に配して固定ベルトで固定した状態を示す膝免荷補装具の斜視
図
【図５】調整筒の斜視図
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　＜実施形態１＞
　本発明の実施形態１を図１ないし図５によって説明する。
　実施形態１の膝免荷補装具１０は、図１に示すように、膝関節を屈曲させて脚をＬ字状
にした状態で固定する固定部１１と、固定部１１の下方に取り付けられ、地面と接触する
接地部３３を有するとともに身体を支える支持部３１と、大腿保護部１２の内側に配され
る調整筒４０と、膝窩４に配される保護パッド２７を備える。
【００２０】
　（固定部１１）
　固定部１１は、図１および図２に示すように、大腿部２の後面側（背側）に配されて保
護する大腿保護部１２と、膝３および下腿部５の前面側（腹側）に配されて保護する下腿
保護部２２と、大腿保護部１２および下腿保護部２２を脚１に固定する４本（複数）の固
定ベルト１９，２５と、を有する。
【００２１】
　大腿保護部１２は、大腿部２の前面側でＵ字状に開口１２Ａしており、大腿部２の後面
側を保護するようになっている。大腿保護部１２は肌に接する側の面に、肌への衝撃を吸
収する衝撃吸収材料からなる衝撃吸収層１３を有し、外側面に、内側面よりも硬質な樹脂
材料からなる保護層１４を有する。
【００２２】
　衝撃吸収層１３の材料としては、発泡ポリエチレンや発泡ポリプロピレンなどの発泡ポ
リオレフィン樹脂、発泡ポリウレタン、発泡スチレン等の発泡樹脂等があげられる。保護
層１４の材料としては、軟性ポリエチレン等があげられる。
【００２３】
　大腿保護部１２のうち、（大腿部２の）後面側には衝撃吸収層１３と保護層１４との間
に衝撃吸収層１３に接合された樹脂製の補強層１６が配されている。この補強層１６が配
されている領域１７においては、補強層１６と保護層１４との間に、保護パッド２７が上
下方向にスライド移動可能に保持されている。
　大腿保護部１２のうち補強層１６の配されている領域１７以外においては、衝撃吸収層
１３と保護層１４とが接合されている。
【００２４】
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　大腿保護部１２の一対の側面の外側面には、固定ベルト１９を挿通させて位置決めする
位置決めベルト１８がそれぞれ取り付けられている（位置決め部の一例）。この位置決め
ベルト１８には２本の固定ベルト１９が挿通されて位置決めされるようになっている。
【００２５】
　大腿保護部１２を固定する固定ベルト１９は、大腿部２に巻きつくように配される。固
定ベルト１９の一端部にはＤカン２０が縫い付けられており、固定ベルト１９の他端部に
は、相互に係合可能な２種の面ファスナー（図示せず）が並んで縫い付けられている。２
種の面ファスナーは、固定ベルト１９の肌に接しない側の面に縫い付けられており、面フ
ァスナーが縫い付けられている領域には、固定ベルト１９のずれを防止する不織布製のず
れ防止パッド２１が取り付けられている。
【００２６】
　大腿保護部１２を固定する２本の固定ベルト１９は、大腿保護部１２の側面にそれぞれ
取り付けられている位置決めベルト１８に挿通され、大腿部２の前面側でＤカン２０に挿
通された後、２種の面ファスナーを所望の位置で（大腿部２のサイズに合わせて）係合さ
せることにより大腿部２に固定される。
【００２７】
　下腿保護部２２は、膝側の一部と、膝窩４側および脹脛７側が開口した形状（開口部分
を２２Ａとする）であり、下腿部５の側面および前面側（向う脛６側）を保護するように
なっている。
【００２８】
　下腿保護部２２は、内側面に、下腿部５への衝撃を吸収する緩衝吸収材料からなる衝撃
吸収層２３が形成され、外側面に、大腿保護部１２の保護層１４よりもさらに硬質な材料
からなる硬質材層２４が形成されている。
【００２９】
　下腿保護部２２の上端部には、大腿保護部１２の保護層１４の下端部が硬質材層２４と
衝撃吸収層２３の間に挟まれて接合されている。
【００３０】
　下腿保護部２２の総厚み寸法は、大腿保護部１２よりも大きく設定されている。特に下
腿保護部２２の衝撃吸収層２３の厚み寸法は大腿保護部１２の衝撃吸収層１３よりも大き
く設定されている。
【００３１】
　下腿保護部２２の膝３が配される部分および脹脛７が配される部分には、それぞれ固定
ベルト２５が取り付けられている。下腿保護部２２においては、固定ベルト２５の一端が
下腿保護部２２に固定されており、他端部に相互に係合可能な２種の面ファスナー（図示
せず）が並んで縫い付けられている。２種の面ファスナーは、固定ベルト２５の肌に接し
ない側の面に縫い付けられており、面ファスナーが縫い付けられている領域には、固定ベ
ルト２５のずれを防止する不織布製のずれ防止パッド２１が取り付けられている。
【００３２】
　下腿保護部２２を固定する２本の固定ベルト２５は、下腿保護部２２に取り付けられた
Ｄカン２６に挿通された後、２種の面ファスナーを所望の位置で（下腿部５のサイズに合
わせて）係合させることにより膝３および下腿部５に固定される。
【００３３】
　保護パッド２７は、大腿保護部１２の保護層１４を構成する樹脂材料と同様の材料から
なる本体部２８と、本体部２８の下端部に接合され膝窩４に沿って配される衝撃吸収材料
からなるパッド部２９とからなる。保護パッド２７の本体部２８は、大腿保護部１２の形
状に沿った形状をなしている。保護パッド２７のパッド部２９は、図３および図４に示す
ように、大腿保護部１２および下腿保護部２２に固定された脚（膝関節を屈曲させた脚）
の膝窩４に沿った弧状の形状をなしている。
【００３４】
　保護パッド２７の本体部２８の外側面には大腿保護部１２を固定する２本の固定ベルト
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１９のうち下側に配される固定ベルト１９のずれを防止するずれ防止部３０が設けられて
いる。ずれ防止部３０はかぎ状をなしており固定ベルト１９の長手方向に配される端部が
嵌り込むようになっている。
【００３５】
　（支持部３１）
　支持部３１は、大腿保護部１２（固定部１１）の下方に取り付けられ、膝免荷補装具１
０を装着する人の身体を支える部分である。支持部３１は大腿保護部１２に取り付けられ
、下方に延びる脚部３２と、脚部３２の下端部に取り付けられ地面と接触する足形状の接
地部３３とを有する。脚部３２は軽合金製であり、接地部３３は樹脂製である。
【００３６】
　本実施形態において、脚部３２の長さ寸法および接地部３３の角度は、膝免荷補装具１
０を装着しない側の脚１´とのバランスを考慮して、調整可能である。
【００３７】
　（調整筒４０）
　本実施形態の膝免荷補装具１０は、大腿保護部１２の内側において大腿部２を包むよう
に配され、大腿部２の太さを調整する調整筒４０を備える。調整筒４０は、大腿部２が細
すぎることにより、大腿保護部１２が固定できない場合等に用いられる。調整筒４０は衝
撃を吸収する材料であって、軟質な材料からなる。
【００３８】
　調整筒４０は、大腿部２の前側（図５の左側）に配される部分４０Ａが空いていて、使
用する人の大腿部２の太さに合わせて変形するようになっている。
　調整筒４０の長さは大腿部２の側面側に配される部分が長くなっていて、大腿部２の後
面側（図５の右側）に配される部分が短くなっている。
【００３９】
　調整筒４０の下端部には、脚１の圧迫を防止するスリット４２が形成されている。スリ
ット４２は、大腿部２の後面側に配される部分に２本形成されている。
【００４０】
　（装着方法）
　本実施形態の膝免荷補装具１０の装着方法について説明する。
　膝免荷補装具１０を装着する脚１の大腿部２に、必要に応じて調整筒４０を装着する。
調整筒４０の短い部分が大腿部２の後面側に配されるようにして装着する。調整筒４０の
前方は開放されているので、調整筒４０が大腿部２に沿って配される。
【００４１】
　固定部１１の４本の固定ベルト１９，２５を開放状態にしておくとともに、保護パッド
２７を、図３に示すように、上方にスライド移動させておき、大腿保護部１２の前方の開
口１２Ａ部から、調整筒４０を装着した脚１を差し込んで、下腿部５を下腿保護部２２に
添わせる。すると脚１は膝関節のところで、屈曲した状態となる。
【００４２】
　次に保護パッド２７を下方に移動させて、パッド部２９を膝窩４にあてる。次に、各固
定ベルト１９，２５により、大腿保護部１２および下腿保護部２２を、それぞれ大腿部２
および下腿部５に固定する。すると大腿保護部１２を大腿部２に固定する２本の固定ベル
ト１９のうち下側に配される固定ベルト１９の下端部が保護パッド２７のずれ防止部３０
に係止され下方への移動が規制される。また４本の固定ベルト１９，２５が、それぞれ、
ずれ防止パッド２１により、移動を規制される。支持部３１の接地部３３を地面につけて
立つと、足裏８Ａが地面と接触しないように膝関節を屈曲させた状態で脚１が膝免荷補装
具１０に固定される。
【００４３】
　（作用および効果）
　以下、本実施形態の作用および効果について説明する。
　本実施形態の膝免荷補装具１０は、足裏８Ａが地面と接触しないよう膝関節を屈曲させ
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た状態で脚１を固定する固定部１１と固定部１１の下方に取り付けられ、地面と接触する
接地部３３を有するとともに身体を支える支持部３１とを備える。したがって、本実施形
態によれば、足裏８Ａが地面と接触しないように膝関節を屈曲させた状態で立つことがで
きるので、足裏８Ａを地面につけずに歩行可能であり、足裏８に創傷部がある場合でも、
創傷部の保護や傷の予防・疼痛の軽減・早期治療の補助等の為に充分な除圧・免荷を行う
ことができ、リハビリテーションを行える。
【００４４】
　また、本実施形態によれば、固定部１１は、大腿部２の前面ではなく、後面側に配され
て保護する大腿保護部１２と、膝３および下腿部５の前面側に配されて保護する下腿保護
部２２と、を有しているので、大腿部２が下方に滑るのを防止することができる。
【００４５】
　また、本実施形態によれば、大腿保護部１２および下腿保護部２２を脚１に固定する複
数の固定ベルト１９，２５と、を有するので、膝免荷補装具１０を脚１にずれないように
固定することができる。
【００４６】
　また、本実施形態によれば、膝窩４に配されて保護する保護パッド２７を備えているか
ら、膝窩４が保護パッド２７面で保護される。
【００４７】
　特に、本実施形態によれば、保護パッド２７は大腿保護部１２に対してスライド移動可
能に取り付けられているから、保護パッド２７の装着作業を簡易なものとすることができ
る。
【００４８】
　また、本実施形態によれば、大腿保護部１２の内側において大腿部２を包むように配さ
れる調整筒４０を備えているから、調整筒４０を配するだけで大腿部２の太さを調整する
ことができるので、サイズ調整が容易である。
【００４９】
　また、本実施形態によれば、大腿保護部１２には固定ベルト１９，２５を位置決めする
位置決めベルト１８が設けられているから、固定ベルト１９，２５が位置ずれせず、大腿
保護部１２を脚１に対してずれないように固定することができる。
【００５０】
　さらに、本実施形態によれば、保護パッド２７には、固定ベルト１９のずれを防止する
ずれ防止部３０が設けられているから、保護パッド２７により、固定ベルト１９のずれが
確実に防止される。
【００５１】
　加えて本実施形態によれば、調整筒４０の下端部には、脚１の圧迫を防止するスリット
４２が形成されているから、むくみなどに起因して脚１が不要に圧迫されるのを防止する
ことができる。
【００５２】
　＜他の実施形態＞
　本発明は上記記述及び図面によって説明した実施形態に限定されるものではなく、例え
ば次のような実施形態も本発明の技術的範囲に含まれる。
　（１）上記実施形態では、保護パッド２７を備えるものを示したが、保護パッドを備え
ないものであってもよい。
　（２）上記実施形態では、大腿保護部１２に対してスライド移動可能に取り付けられて
いる保護パッド２７を示したが、保護パッドは、大腿保護部に対して固定されている構成
であってもよいし、大腿保護部に対してはねあげ可能にとりつけられていてもよい。
　（３）上記実施形態では固定ベルト１９のずれを防止するずれ防止部３０が設けられて
いる保護パッド２７を示したが、ずれ防止部が設けられていない保護パッドであってもよ
い。
　（４）上記実施形態では大腿部２の太さを調整する調整筒４０を備える構成を示したが
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、調整筒を備えない構成であってもよい。また、調整筒は、その外側面が、大腿保護部１
２の内側面と面ファスナー等により固定可能な構成等であってもよい。
　（５）上記実施形態では固定ベルト１９を位置決めする位置決めベルト１８を備える大
腿保護部１２を示したが、固定ベルトを位置決めする位置決め部のない大腿保護部であっ
てもよい。
　（６）上記実施形態では脚１の圧迫を防止するスリット４２が形成された調整筒４０を
示したが、スリットのない調整筒であってもよい。
　（７）上記実施形態では、右足の形をした接地部３３を備えるものを示したが、接地部
の形状は、左足の形、靴の形、あるいは杖の先のような形状のものであってもよい。
【符号の説明】
【００５３】
　１…脚
　２…大腿部
　３…膝
　４…膝窩
　５…下腿部
　８…足
　８Ａ…足裏
　１０…膝免荷補装具
　１１…固定部
　１２…大腿保護部
　１２Ａ…開口
　１８…位置決めベルト（位置決め部）
　１９，２５…固定ベルト
　２０，２６…Ｄカン
　２１…ずれ防止パッド
　２２…下腿保護部
　２７…保護パッド
　２８…本体部
　２９…パッド部
　３０…ずれ防止部　
　３１…支持部
　３３…接地部
　４０…調整筒
　４２…スリット
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